
 

 

  社 
楽 

神
奈
川
県
立
川
崎
図
書
館 

が
所
蔵
す
る 

全
国
有
数
の
〈
社
史
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〉
を 

さ
ら
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、 

社
史
の
使
い
方
や
、
社
史
の
楽
し
さ
、 

社
史
情
報
な
ど
を
お
届
け
し
て
い
き
ま
す
。 

Ｖｏｌ.88 
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ＳＨＡ 

ＲＡＫＵ 

で
「
商
号
」
あ
る
い
は
「
商
標
」
と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
た
た
め
、
同
年
９
・
１
０
月
号
よ
り
『
え
ね
く

す
』
に
」
再
度
名
称
変
更
し
た
そ
う
で
す
。
な
お
、

受
賞
時
の
誌
名
は
『e

‐S
T

Y
L

E

』
で
す
。 

○ 

同
賞
を
受
賞
し
た
ト
ッ
パ
ン
・
フ
ォ
ー
ム
ズ
株
式

会
社
の
『TO

PPA
NF

ORM
S
 
50

th

』（
２
０
１
５
年
刊

行
）
で
は
、
親
交
会
お
よ
び
経
営
懇
親
会
の
役
割
を

持
つ
「
友
美
会
」
の
結
成
に
つ
い
て
記
載
し
た
記
事

の
中
で
、
社
内
報
『
友
美
』
（
受
賞
時
は
『to

m
o
m

i

（
友
美
）』
）
の
創
刊
に
も
触
れ
て
い
ま
す
。「
社
内
で

の
会
社
方
針
の
伝
達
、
意
思
統
一
、
お
よ
び
社
員
の

親
睦
を
目
的
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
」
と

あ
り
ま
す
。 

◯ 

②
参
考
文
献
に
社
内
報 

巻
末
に
参
考
文
献
が
あ
る
社
史
の
中
に
は
、
社
内

報
の
誌
名
と
発
行
期
間
を
記
載
し
て
い
る
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。
同
賞
を
受
賞
し
た
三
菱
ガ
ス
化
学
株
式 

（
裏
面
へ
つ
づ
く
） 

 

 

ン
ズ
賞
（
以
下
同
賞
）
を
受
賞
し
た
伊
藤
忠
エ
ネ

ク
ス
株
式
会
社
の
『
限
り
な
き
前
進
』
（
１
９
９

７
年
刊
行
）
に
は
「（
昭
和
）
三
十
八
年
一
月
に

社
内
報
『
忠
燃
』（
四
月
号
か
ら
『
チ
ュ
ー
ネ
ン
』）

が
創
刊
さ
れ
た
。
以
後
、
毎
月
発
行
さ
れ
て
社
内

の
情
報
伝
達
・
意
思
疎
通
と
和
の
広
場
に
な
っ
て

い
る
」
と
あ
り
ま
す
。
誌
名
は
社
内
公
募
で
決
定

し
た
そ
う
で
す
。 

ま
た
、
そ
の
後
の
『
限
り
な
き
前
進
２
』
（
２

０
１
１
年
刊
行
）
に
は
、「
社
内
報
、『
ち
ゅ
う
ね

ん
』
か
ら
『
え
ね
く
す
』
へ
」
と
い
う
記
事
が
あ

り
ま
し
た
。
新
Ｃ
Ｉ
の
制
定
お
よ
び
社
名
変
更
を

機
に
、『
ち
ゅ
う
ね
ん
』
の
名
称
を
２
０
０
１
年

７
・
８
月
号
よ
り
社
内
公
募
に
よ
る
『N

e
x
ta

g
e

（
ネ
ク
ス
テ
ー
ジ
）』
に
変
更
し
た
そ
う
で
す
が
、

「
本
名
称
は
業
種
を
問
わ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
「
商
号
」
あ
る
い
は

 

 

社
内
報
を
は
じ
め
と
し
た
企
業
内
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
を
手
掛
け
る
ウ
ィ
ズ
ワ

ー
ク
ス
株
式
会
社
は
、
年
に
一
度
「
社
内
報
ア
ワ

ー
ド
」
と
い
う
大
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年

の
受
賞
企
業
が
決
定
し
た
と
知
り
、
ふ
と
社
史
の

中
で
社
内
報
は
ど
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
の

か
が
気
に
な
り
ま
し
た
。 

今
年
受
賞
し
た
企
業
の
一
部
の
社
史
を
み
て

み
る
と
、
「
社
史
に
書
か
れ
た
社
内
報
」
に
は
い

く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
ら
を

ご
紹
介
し
ま
す
。 

◯ 

①
社
内
報
の
創
刊
・
変
遷
を
取
り
上
げ
る 

社
内
報
の
創
刊
や
変
遷
を
一
つ
の
記
事
と
し

て
掲
載
し
て
い
る
社
史
が
あ
り
ま
し
た
。
「
紙
社

内
報
部
門
／
１
冊
子
２
０
ペ
ー
ジ
以
上
」
の
ブ
ロ

ン
ズ 

社
内
報
と
社
史 
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（
表
面
か
ら
続
く
） 

会
社
の
『
三
菱
ガ
ス
化
学
三
十
年
史
』（
２
０
０
２
年
刊
行
）
に
は
、『
瓦

斯
化
ニ
ュ
ー
ス
』『
る
う
ぷ
』『
ヤ
シ
の
実
』
と
い
う
歴
代
の
社
内
報
の

記
載
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
年
表
に
も
創
刊
に
つ
い
て
の
記
載
が

あ
り
ま
す
。
年
表
に
よ
る
と
『
ヤ
シ
の
実
』
に
関
し
て
は
２
０
０
１
年

４
月
に
「
年
４
回
発
行
と
し
、
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
に
「
デ
ジ
タ
ル 

や

し
の
実
」
が
ス
タ
ー
ト
」
し
た
と
あ
り
ま
す
。
受
賞
時
の
誌
名
は
『W

A
!

』

で
す
。 

◯ 

③
社
内
報
は
貴
重
な
資
料 

社
史
を
構
成
す
る
記
事
の
中
に
、
社
内
報
の
記
事
を
そ
の
ま
ま
引
用

し
て
い
る
社
史
も
あ
り
ま
し
た
。『a

m
a

z
in

g
!

』
で
同
賞
を
受
賞
し
た

明
治
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
の
『
明
治
グ
ル
ー
プ
１
０
０
年

史
』（
２
０
１
７
年
刊
行
）
は
、
索
引
を
み
る
と
「
社
内
報
」
の
該
当

ペ
ー
ジ
が
１
２
ペ
ー
ジ
も
あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
該
当
箇
所
で
扱
わ

れ
て
い
る
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
書
か
れ
た
、
当
時
の
社
内
報
の
記
事
を

紹
介
す
る
も
の
で
し
た
。
社
内
報
に
掲
載
さ
れ
た
社
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
引
用
す
る
箇
所
も
あ
り
ま
し
た
。 ◯ 

『H
IK

Y
A

K
U

』
で
同
部
門
お
よ
び
「
紙
社
内
報
部
門
／
特
集
・
単

発
企
画
８
頁
以
上
」
の
ゴ
ー
ル
ド
賞
を
受
賞
し
た
佐
川
急
便
株
式
会
社

の
『
飛
脚
の
精
神
』
（
２
０
０
７
年
刊
行
）
は
、
社
内
報
と
の
つ
な
が

り
が
密
接
な
社
史
で
す
。「
事
業
史
」
で
は
過
去
の
創
業
者
の
言
葉
や

ド
ラ
イ
バ
ー
の
レ
ポ
ー
ト
、
会
議
で
の
決
定
事
項
や
式
典
の
様
子
な

ど
、
各
所
に
社
内
報
『
飛
脚
』
の
文
章
が
引
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

「
資
料
集
」
の
凡
例
に
は
「
原
則
と
し
て
社
内
報
『
飛
脚
』
に
も
と
づ

い
て
作
成
し
、
必
要
に
応
じ
て
社
内
資
料
を
参
考
に
し
た
」
と
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。 

全
体
と
し
て
、
社
内
報
は
企
業
全
体
の
方
針
を
広
く
伝
達
し
、

社
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
す
る
目
的
で
創
刊
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
社
史
が
社
内
の
情
報
を
後
世
に
残
す
こ
と
に

重
き
を
置
い
て
い
る
の
に
対
し
、
社
内
報
は
タ
イ
ム
リ
ー
な
話

題
を
扱
い
ま
す
。 

企
業
の
内
部
に
向
け
た
刊
行
物
で
あ
る
社
内
報
を
、
一
つ
の

記
事
と
し
て
社
史
に
取
り
上
げ
る
企
業
は
あ
ま
り
多
く
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
当
時
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
話
題
を
扱
っ
た
社
内

報
を
保
管
し
て
お
く
こ
と
で
、
当
時
の
状
況
や
社
員
の
生
の
声

が
わ
か
る
貴
重
な
社
史
編
纂
の
資
料
に
な
る
よ
う
で
す
。 

 

 
 
 
 
 

 

（
企
画
情
報
課 

堀
田
） 

「当館は日本有数の社史コレクションを

社史室で公開しているでしょう。もっと

情報発信をするため、広報紙があれば尚

いいのではないかと日頃思っていたんで

すよ。（中略）〃社史を楽しむ″という意

味合いでのネーミングです。」 

（「社楽」Vol.2 より） 

○2012年１月 情報紙『社楽』発行 （
お
ま
け
）
当
館
が
社
史
で
社
楽
創
刊
を
扱
う
と
し
た
ら
・
・
・ 
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